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南
米
・
ボ
リ
ビ
ア
で
本
年
一
月
二
二
日
、

社
会
主
義
的
政
策
を
掲
げ
た
エ
ボ
・
モ
ラ

レ
ス
社
会
主
義
運
動
党
首
が
、
先
住
民
と

し
て
初
め
て
大
統
領
に
就
任
し
た
。
反
米

・
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
姿
勢
を
み
せ
る

同
氏
は
就
任
早
々
、
天
然
ガ
ス
産
業
の
国

有
化
や
、
米
国
に
よ
る
コ
カ
根
絶
政
策
に

異
議
を
唱
え
衆
目
を
集
め
て
い
る
。
同
国

は
、
一
九
八
○
年
代
の
経
済
危
機
後
、
他

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
先
が
け
て
世

銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
構
造
調
整
を
受
入
れ
、
新

自
由
主
義
的
な
経
済
政
策
を
実
施
し
て
き

た
。
し
か
し
外
資
は
鉱
業
な
ど
特
定
の
産

業
に
集
中
し
て
有
効
な
失
業
対
策
に
は
な

ら
ず
、
政
府
の
福
祉
削
減
策
な
ど
も
あ
っ

て
貧
富
の
格
差
が
か
え
っ
て
拡
大
し
た
。

新
自
由
主
義
に
対
抗
し
た
社
会
主
義
的
政

策
と
と
も
に
、
同
氏
は
先
住
民
の
復
権
の

た
め
の
政
策
も
模
索
し
て
い
る
。
同
国
で

は
、
全
人
口
の
五
五
％
を
先
住
民
が
占
め

る
が
、
政
権
や
議
会
は
今
も
白
人
が
主
体

で
、
先
住
民
の
政
治
参
加
の
機
会
拡
大
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
カ
葉
栽

培
農
民
の
指
導
者
で
あ
る
同
氏
は
、
先
住

民
の
利
益
の
擁
護
、
文
化
の
維
持
の
観
点

か
ら
、
伝
統
作
物
で
コ
カ
イ
ン
の
原
料
と

な
る
コ
カ
葉
の
合
法
栽
培
を
推
進
す
る
考

え
を
強
調
し
て
い
る
。
大
き
な
方
向
転
換

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

を
目
指
す
同
国
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
資

料
を
と
り
あ
げ
た
い
。

同
氏
は
「
ボ
リ
ビ
ア
の
先
住
民
が
五
○

○
年
間
、
不
正
な
社
会
構
造
の
中
で
虐
げ

ら
れ
な
が
ら
も
抵
抗
活
動
を
続
け
て
き
た

の
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
そ
の
被
抑
圧
の
歴
史
は
ア
ン
デ
ス

諸
国
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
青
木
康

征
『
南
米
ポ
ト
シ
銀
山
│
ス
ペ
イ
ン
帝
国

を
支
え
た

打
出
の
小
槌

』（
中
公
新
書　

二
○
○
○
年
）
で
は
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時

代
に
発
見
さ
れ
た
ポ
ト
シ
銀
山
に
お
い
て
、

先
住
民
を
酷
使
し
た
「
ミ
タ
労
働
」
に
よ

る
銀
生
産
の
実
態
と
、
先
住
民
社
会
の
変

容
と
破
壊
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
先
住
民
運
動
が
社
会

的
に
影
響
力
を
も
っ
て
き
た
。
Ｓ
・
リ
ベ

ラ
・
ク
シ
カ
ン
キ
著 
『
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・
カ

タ
リ
運
動
│
ボ
リ
ビ
ア
先
住
民
族
の
闘
い

の
記
憶
と
実
践
（
一
九
○
○
年
│
一
九
八

○
年
）』（
吉
田
栄
人
訳　

御
茶
ノ
水
書
房　

一
九
九
八
年
）
は
、
ア
イ
マ
ラ
系
先
住
民

の
復
権
運
動
と
し
て
始
ま
り
、
都
市
部
に

住
む
先
住
民
・
農
民
の
文
化
復
興
運
動
を

経
て
、
農
村
の
労
働
組
合
運
動
へ
と
受
け

継
が
れ
、
一
九
八
二
年
の
民
政
移
管
を
求

め
る
過
程
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た

「
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・
カ
タ
リ
運
動
」
と
、
そ

の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

一
九
九
○
年
代
以
降
は
、
政
府
の
新
自

由
主
義
的
開
発
路
線
に
対
す
る
抗
議
、
米

国
の
経
済
援
助
を
条
件
と
し
た
コ
カ
減
反

政
策
に
対
す
る
コ
カ
栽
培
農
民
の
抵
抗
が

集
約
し
た
反
政
府
運
動
が
活
発
化
し
た
。

二
○
○
三
年
に
、
サ
ン
チ
ェ
ス
政
権
を

崩
壊
に
追
い
や
っ
た
、
天
然
ガ
ス
輸
出
問

題
、
水
道
の
民
営
化
な
ど
を
め
ぐ
る
一
連

の
先
住
民
運
動
と
社
会
情
勢
に
つ
い
て
は
、

藤
田
護
「
二
○
○
三
年
一
○
月
政
変
か
ら

改
憲
議
会
へ
│
ボ
リ
ビ
ア
政
治
情
勢
へ
の

視
点
」『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
抵
抗
す
る
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
族
』（
太
田
昌

国
他
著　

現
代
企
画
室　

二
○
○
五
年
）

が
参
考
と
な
る
。

ボ
リ
ビ
ア
経
済
は
、
天
然
ガ
ス
、
大
豆
、

亜
鉛
な
ど
一
次
産
品
に
依
拠
し
た
も
の
で
、

そ
の
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
雇
用
創
出
や
貧

困
解
消
に
限
定
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
新
自

由
主
義
的
改
革
の
影
響
で
、
富
の
偏
在
、

貧
困
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
コ
カ
減
反
や

密
輸
の
取
締
ま
り
強
化
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
セ
ク
タ
ー
の
所
得
と
雇
用
に
影
響
を
与

え
、
低
所
得
者
層
の
生
計
維
持
を
直
接
に

脅
か
し
た
こ
と
が
、
反
政
府
運
動
や
暴
動

な
ど
の
背
景
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
人
種

・
言
語
・
文
化
的
多
様
性
と
、
地
理
・
歴

史
的
要
因
か
ら
分
断
、
格
差
と
い
う
社
会

構
造
を
抱
え
る
ボ
リ
ビ
ア
の
現
状
を
、
経

済
・
政
治
・
社
会
と
多
角
面
か
ら
検
証
し
、

ボ
リ
ビ
ア
の
今
後
の
発
展
の
方
策
を
展
望

し
た
『
人
間
の
安
全
保
障
と
生
産
力
向
上

を
め
ざ
し
て
』（
国
際
協
力
機
構
国
際
協

力
総
合
研
修
所　

二
○
○
四
年
）
は
同
国

を
広
く
知
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。

主
要
産
業
で
あ
る
鉱
業
に
つ
い
て
は
、

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
金
属
資
源
情
報
セ
ン

タ
ー
の
サ
イ
ト
で
、
ボ
リ
ビ
ア
を
含
む
主

要
鉱
産
国
毎
に
、
最
新
の
鉱
業
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
変
化
を
と
り
ま
と
め
た
報
告
書

『
世
界
の
鉱
業
の
趨
勢
』
や
、
地
質
・
鉱

床
、
探
査
状
況
等
に
関
し
て
網
羅
的
に
ま

と
め
た
報
告
書
『
資
源
開
発
環
境
調
査
』

を
参
照
で
き
る
。

農
林
業
に
つ
い
て
は
、『
ボ
リ
ヴ
ィ
ア

の
農
林
業
│
現
状
と
開
発
の
課
題
』（
国

際
農
林
業
協
会　

二
○
○
一
年
）
が
詳
し

い
。
清
水
達
也
「
ボ
リ
ビ
ア
│
大
豆
輸

出
の
拡
大
と
食
料
生
産
の
停
滞
│
経
済

自
由
化
以
降
の
農
業
開
発
」（
本
誌
二
○

○
二
年
七
月
号pp.47-52

）
は
、
政
府
の

非
伝
統
的
産
品
輸
出
促
進
政
策
に
よ
り
一

九
八
○
年
代
半
ば
以
降
拡
大
し
た
大
豆
生

産
の
現
状
と
、
食
料
生
産
を
中
心
と
す
る

伝
統
的
農
業
部
門
の
開
発
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
コ
カ
葉
栽
培

に
つ
い
て
は
、
作
物
転
換
を
推
進
し
、
代

替
的
所
得
源
獲
得
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
大
き
な

成
果
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
国
連
薬
物

犯
罪
事
務
所
の
報
告
書W

orld D
rug 

R
eport

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｐ　

二
○
○
五
年
）、

Bolivia C
oca Survey

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
Ｐ　

G
overnm

ent of Bolivia 

二
○
○
五
年
）
で

は
、
コ
カ
葉
栽
培
量
の
推
移
や
取
引
価
格

な
ど
の
デ
ー
タ
を
参
照
で
き
る
。

現
在
推
定
約
一
万
四
○
○
○
人
の
ボ
リ

ビ
ア
日
系
人
社
会
に
つ
い
て
は
、『
ボ
リ

ビ
ア
に
生
き
る
│
日
本
人
移
住
一
○
○
周

年
誌
』（
ボ
リ
ビ
ア
日
本
人
移
住
一
○
○

周
年
移
住
史
編
纂
委
員
会
編　

二
○
○
○

年
）
が
詳
し
い
。
柳
田
利
夫
編
『
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
│
国
家
と
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
○

○
二
年
）
で
は
、
複
合
社
会
の
ボ
リ
ビ
ア

の
姿
が
窺
い
知
れ
る
。

（
か 

と
う　

ま
ほ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
図
書
館
）

ボ
リ
ビ
ア
の
い
ま
を

知
る
手
が
か
り加

藤
真
穂


